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我々は、虚血性心疾患の
生命予後改善を目的とし
て、より安全、簡便、かつ迅
速な治療法の開発に取り組
んでいます。
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　本研究の成果は血栓溶解酵素（tPA）を含む複合体で、その
製造方法、及び当該複合体を含む組成物にも関する。さらに、
当該複合体及び超音波照射装置からなる血栓治療システムに
も関するものである。

【背景】
血栓により血管が閉塞して発症する疾患（例えば、急性心

筋梗塞、脳梗塞、血栓性塞栓症等）は、突然死をきたす虞もあ
る重篤な疾患である。既に何種類かの治療方法が開発されて
いるが、よりよい治療法の確立に向け、広く研究が行われて
いる。

【技術の概要】
我々は、血栓部位のみで高い活性を有するよう血栓溶解剤

をコントロールし、副作用を低減できるような技術を提供す
る。ゼラチン、血栓溶解酵素、及び金属イオンを含んでなる
複合体、又はカチオン化ゼラチン、血栓溶解酵素、及び PEG
化ゼラチンを含んでなる複合体を体内へ投与し、超音波を照
射することで、所望の部位にて血栓溶解酵素活性を発現させ
ることができることを見出した。また、ゼラチン、血栓溶解
酵素、及び金属イオンからなる血栓溶解酵素含有複合体を体
内に投与し、超音波を照射することで、血栓溶解効率が向上
することを見出した。
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